倉敷市真備健康福祉館清掃業務基準書
１　一般事項
　(１)　目的
倉敷市真備健康福祉館の館内外の環境の管理について，職員及び来館者に対し常に清潔でより快適な環境を確保することを目的とする。
(２)　従事者の配置

清掃業務を総括するため総括責任者及び現場責任者を選任し，清掃業務の総括及び指揮監督その他一切の事項を処理するものとする。
２　清掃実施区域及び除外区域 
　(１)　清掃実施区域
　　　ア　(２)を除く建物内
　　　イ　窓ガラス
　　　ウ　敷地内の駐車場・外構・植栽等
　(２)　清掃除外区域
　　　　機械室，ポンプ室
３　清掃業務
　(１)　作業区分
ア　日常清掃
　　　　　指定管理者は，清掃実施区域にかかる箇所について日常的に清掃を行い，施設，備品，器具等が常に清潔な状態に保たれるようにすること。清掃回数等の条件は，指定管理者が利用頻度に応じて，適切に設定すること。特に，プール，プールサイド，シャワー室及びトイレ等の水周りについては，衛生等に留意すること。また，消耗品は常に補完された状態にすること。

　　　イ　定期清掃
　　　　　指定管理者は，日常清掃では実施し難い箇所については，休館日等を利用して定期清掃を実施すること。
(２)　作業時間
　　　ア　日常清掃
　　　　　原則として勤務時間内に実施するものとする。
　　　　　作業は，効率的かつ迅速に行い，利用者や他の業務の支障にならないように配慮しなければならない。
イ　定期清掃
原則として休館日等に実施するものとする。
　(３)　報告義務
建物内において異常事態を発見し，若しくはその恐れがあるときは，倉敷市にその旨を直ちに届け出なければならない。
４　その他の留意事項
(１)　清掃業務に当たっては，利用者や他の業務の執務に支障のないようにするとともに，職員及び来館者の安全を確保するための措置を講じなければならない。
(２)　机，その他什器備品を移動するに当たっては，損傷のないように取り扱い，作業終了後原状に復さなければならない。
(３)　資機材及び衛生消耗品は，指定された場所に，整理し保管すること。
資機材とは，次のような資材及び機材をいう。
ア　資材・・・・・洗浄用洗剤，剥離洗剤，樹脂床維持剤，パッド，タオル等
イ　機材・・・・・自在箒，フロアダスタ，真空掃除機，床磨き機等
(４)　作業に使用する資機材は品質良好，清潔かつ最適なものを使用するものとし，また，清掃場所に応じたものを使用する。新製品等については十分テストを行い使用するものとする。また，館内の美観，衛生上良好な環境を保つため，常に積極的な調査研究につとめなければならない。
(５)　火災防止に留意し，ガソリン等引火性危険物及び毒性のあるものは使用してはならない。ただし，倉敷市が認めた場合はこの限りではない。

